
①博士課程学生増加

②Proceedingsの位置付け（人事）

③アカデミア役割・出口の有無
基礎研究 and 応用研究

④学問体系化

⑤セキュリティ専業の学科・研究室
（連携/寄付講座の可能性？）

⑥大型産学連携

⑦アカデミア発ベンチャー

⑧データ共有

⑨コミュニティ全体での
ファンド活用

⑩大学を交えた研究拠点

⑪研究倫理（攻撃）

＜研究の課題＞

＜人＞

＜組織・場所＞ ＜予算＞

＜産業＞

青字：セキュリティ研究コミュニティ固有の課題

緑字：大学における人事・組織の課題

赤字：研究・産学連携に関わるコア課題
人・組織⇒研究成果⇒産業⇒予算⇒人・組織

11課題の個人的な整理（森）

研究成果

投資・協力

投資

基盤的研究リソース
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①博士課程学生増加

⑩大学を交えた研究拠点 ⑥大型産学連携

博士進学学生の
受皿を増やす

博士学生の
就職先（民間）

大学の教員定員増
・専任教員の基礎枠増加は大学運営マター⇒難しい
連携講座、寄付講座などを検討
（持続可能に・・・）

研究成果
が前提

投資



③アカデミア役割・出口の有無
基礎研究 and 応用研究

④学問体系化

⑥大型産学連携

⑨コミュニティ全体での
ファンド活用

産学連携や大型ファンド
獲得に資する
研究ターゲットの検討

※極端な集中と選択は避ける
研究としても魅力的なターゲットを
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